

















































































































































































〔未 来 オ フ ィ ス の 構 図 〕　
以 上 の 検 討 事 項 を 基 礎 と し て 未 来 の オ フ ィ ス の 構 図 を 考 え て み ょ う。 構 図
を 組 み 立 て る鍵 は っ ぎ の ポ 千 ン トに あ る 。　　　　　 ■　㎜　　　　　　　　　　　
■
a) 場 と し て の オ フ ィ ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し　
た ん な る事 務 所 と し て の 考 え 方 か ら 機 能 的 な 事 務0 意 味 を 汲 ん で の オ フ ィ
ス 論 に 移 行 し て き た が ， 再 び ， オフ ィ ス 空 間 の 社 会 的 存 在 意 義 や 都 市 構 成 の
一 つ の核 と し て の オ フ ィ ス 空 間 に 注 目 し ， 機 能 空 間 論 的 オIフ ィズ が 未 来 構 図
の 方 向 性 に 強 く働 い て い る と い え る 。　b
） 事 務 処 理 の質 と 量　
近 代 の オ フ ィ スに お け る事 務 処 理 の 意 義 が 高 ま る に つ れ ， そ の 量 は 増 大 し，
質 的 な 向 上 右重 要 な 課 題 に な る 。 量 的 機 械 化 を 促 進 し ， 質 の 面 で は ， 機 械 化
は も と よ り ， 事 務 担 当 者 の 知 的 水 準 の 向 上 を 求 め る こ とに な る 。 し か し ま た ，
事 務 のあ る も の は， 量 的 側 面 が 重 要 で ， 質 の 向 上 を 必 要 と し な い も の もあ る 。
逆 もあ り うる 。 し た が っ て √事 務 担 当 者 乱 全 く単 純 作 業 に 終 始 す る も の も
あ り， 優 れ て知 的 で あ る 場 合 も あ る 。 し か しい ず れ に し て 乱 機 械 化 ベ ー ス
の 上 に 位 置 す る こ とに は 変 りは な い 。　c
） 専 門化 と 流 動 化　
機 械 化 ベ ー ス の 確 立 と ネ ッ ト ワ ー ク化 七 だ オ フ ィ ス 空 間 の 運 用 に は ， 専 門
家 の 必 要 性 が 生 ず る 。 また 空 間 の 変 化 ， 機 械 化 の 向 上 な どに よ る オ フ ィ ス の
流 動 化 も 必 要 で あ る 。 そ れ ら の二 側 面 が 受 容 さ れ る オ フ ィ ス が ， そ の 存 在 価
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と が あ る」（Frederick　Gibberd,





） 村野博司氏は，その著『かし わい』（昭53）の 中 で「大都市の中 に お い て
“かいわい”空間は都市の拡大した全体と余り拡大しなト 部分としての単体と
の間を埋めると共に両者を結合する中間のスケールとして創設される必要があ





3) オフィスは一面時間の中の存在である。オートメ化された オフ ィス（部分的
にでも）は，オート/■ －ション思考の上に構成されている。この具体的なオー
トメ化は，新しい技術，設備の導入により，新しいパターンのオートメ化へと
進打場合がある。この時，従来のオートメ化部分に新しい部分が，パターン重
複したり，共存する。しかし オートy- ―ション思考の基本は変りはない。同一
思考基盤の上で，古いパターンと新しいパターンがいろいろな形式で実践され
るのを オートメ化の中での才一トタ化という。4
） コンピュータ・ベースの情報システムを基盤とするバンキン グ・システムに
導入されたキャッシュ・ディスペンサーなどはその具体的一例といえ よう。5
） ファクシミリの普及などが，コンピュータ未適用部分の機械化を促進したり，
事務合理化 の推進に一つの刺激剤となっていることも考慮すればよい。たとえ
ば，紀文における注文処理合理化の例もその一つ。
